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女性の分娩体験から抽出したケアニーズに対するドゥーラの役割に関する検討

　　　　　　　　　　　　　　 －40～50代 女性 の体験か ら－
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Abstract 

The goal of this study was to clarify care needs based on the childbirth experiences of women in their 

40' s and 50' s, and to investigate the role of doula throughout labor. A doula is defined as an experienced 

woman (other than a family member or a relative) who provides continuous physical and emotional 

support and information to mothers before, during and after childbirth. Group focus interviews with 

twelve women in their 40' s and 50' s who had experienced childbirth were carried out and subjected to 

content analysis. As a result, the care needs of women in labor include (1) hospitalization for labor at the 

appropriate time without anxiety, (2) understanding the progress of labor, (3) having somebody to be 

present during labor, (4) taking independent action in line with the progress of labor, (5) forming a 

trusting relationship with medical personnel, (6) sharing the pain and unease, (7) obtaining psychological 

support from family, (8) receiving necessary medical treatment with their consent, and (9) childbirth 

experience positively appreciated. In addition, in this regard, the role of doula is thought to include, (1) 

staying with the woman so that she is not alone, and supporting her, (2) forming a trusting relationship 

with the woman in labor, and acting as her voice, (3) helping to understand the situation and outlook, (4) 

empathizing with, and helping to alleviate the pain, (5) supporting the relationship between the woman 

in labor and the experts, (6) supporting the relationship between the woman in labor and her husband 

(family), and (7) assist the labor experience of the woman. 

(J. Aomori Univ. Health Welf. 7 (2): 281— 288 , 2006)
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要旨

　本研究の 目的は、出産 を経験 した40～50代 の女性の分娩体験 からケアニーズを明 らかに し、分娩期に
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おける ドゥーラの役割を探ることである。なお ドゥーラとは、産前 ・出産中 ・産後の母親 を身体的にも、

情緒的にも、継続 して支援 し情報 を提供する経験豊かな女性(家 族や親族以外)を いう。分娩経験者で

40～50代 の女性12名 を対象 にフォーカスグループインタビューを実施 した。面接では、自分 自身の出産

について、その時の思い、出産時に辛かっ た事や他者から受けて心地よかった事等 についてデータ収集

した。分析 は内容分析 の手法をもとに、得 られたデータか ら分娩期のケアニーズ を抽出した。その結果、

分娩期の女性のケアニーズには①適切な時期 に安心 して分娩入院できる、②分娩の進行状況が理解 でき

る、③分娩進行 中誰かに付 き添ってもらえる、④分娩進行に合わせて主体的行動が取れる、⑤医療者 と

の信頼関係 を形成する、⑥辛さや不安を共有 してもらえる、⑦家族か ら心理的な支援が得 られる、⑧必

要な医療処置 を納得 して受 けられる、⑨分娩体験 を肯定的に受 けとめ られるがあった。またこれに対す

る ドゥーラの役割には、①分娩中の女性が独 りにならないよう側にいて支持す る、②分娩中の女性 と信

頼関係 を形成 し、代弁者 となる、③状況や今後の見通 しを理解で きるよう支援する、④苦痛を共感 し緩

和を援助す る、⑤分娩中の女性 と専 門家 との関係 を支援する、⑥分娩中の女性 と夫(家 族)と の関係 を

支援する、⑦女性の分娩体験を支持することがあると考えられた。

I.は じめに

　妊娠および分娩 ・産褥経過は、1人 の女性が妻から母

親 になる発達課題の側面からみて、重要 な役割変化のプ

ロセスといえる1)。また、 このプロセスにはめざま しい

身体の変化や感情 の変化が伴う。中で も分娩は、女性や

その家族の人生においても大 きな出来事であ り、女性が

分娩 というプロセス を上手 く乗 り越 え、分娩体験を満足

や達成感のあるもの として受け止めることがで きるよう

支援することは、その後母親 となった女性が親役割 とい

う新 しい役割をスムーズに引 き受けてい く上で非常 に重

要である。

　 しか し、現代における出産や育児をめ ぐる状況には、

少子化、核家族化社会、虐待問題など様々な背景があ り、

先に述べたような母親になるという発達課題を個々の母

親た ちが達成 してい くためには、多 くの支援 が必要 と

なっている。

　そ こで本研 究 で は、分娩 時の女性 の支援 者 と して

ドゥーラの存在に焦点を当てた。 ドゥーラは、経験豊富

な分娩同伴者で、妊婦 とそのパー トナーに対 して、分娩

の全過程 と出産後 のある期間を通 じて、情緒的かつ身体

的支援を与 える人 をいう2)。 ドゥーラが分娩 中の女性 の

支援 を行うことには、これまで分娩所要時間の短縮や疼

痛の緩和、帝王切開率の減少など多 くの効果が先行研究

によって明 らかにされている。さらにPascaliら3)は 、

ドゥーラが提供す るケアは、出産が身体的なものだけで

なく精神的なプロセスであるという考えに基づいていお

り、 ドゥーラは出産体験の記憶が肯定的なもの として残

るよう力 となる、と述べている。

　 しか し、 ドゥーラの活用は、世界で も多 くはなく、特

にわが国においては極めて少ない。また ドゥーラの役割

や効果に関する研究はこれまで海外では多 くされてきて

いるものの、 日本 において研究 されたものはほ とんどな

い。 ドゥーラは、妊娠 ・出産 ・育児に関する一定の訓練

を受けた、非専 門家の、妊産婦の支援者である。先にも

述べたように、少子化・核家族化社会の現代においては、

身近に妊娠 ・出産 ・育児 について相談のできる環境を持

つことので きない女性が多いのではないかと考える。そ

の ような女性 の力 や支 え となって働 くことので きる

ドゥーラを育成 し、活用の場 を広げてい くことは、女性

が母親役割 という発達課題 を遂行 し、健やかに子どもを

育てていける社会づ くりに貢献で きると考 える。

　出産経験のある40～50代 女性は自らの子育ても一段落

終えてお り、自らの出産経験 をいかせることや、体力的

に も、 ドゥーラとして妊娠、分娩、育児中の女性を支援

するという活動がで きる状況にあると思われる。そのよ

うな出産経験がある40～50代 女性のうち関心のある人々

を対象に ドゥーラ育成研修会等によって、 ドゥーラとし

ての役割 を担 えるような活動 を行 うことは少子化対策に

貢献する ものと思われる。従 って、出産経験のある40～

50代 女性の過去の実体験か ら、分娩期の女性のケアニー

ズを導 き出し、 ドゥーラの役割を検討 していくことは意

義があると考 えた。

　そこで本研究では、出産 を経験 した40～50代 の女性を

対象に、その分娩体験か らケアニーズを明 らかにし、分

娩期における ドゥーラの役割を探ることを目的に調査を

行 った。

Ⅱ.用 語の定義

ドゥーラ ：一定の研修 を受けて非専門家 として、分娩中

の女性 を身体的に も、情緒的にも、継続 して支援するこ

とので きる分娩経験 のある女性で、家族や親族以外の者

をい う。

ケアニーズ:40～50代 女性の分娩体験についての語 りの

中か ら抽出された、分娩期の女性が必要としている支援

内容をいう。

分娩体験 ：陣痛が開始 してか ら分娩が終了するまでの女
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性の経験 をい う。

Ⅲ.方 法

1.対 象者

　A市 ・B市 に在住 している、出産経験者で40～50代 の

女性12名 。

2.デ ータ収集方法

　 2グ ループ(A市7名 、B市5名)で フォーカスグルー

プインタビューを行った。半構成 的インタビューガイ ド

に沿って、 どの ような出産であったか とその時の思い、

出産時に辛かったことや他者から受けて心地 よかったこ

と、励みになったこと等について自由に語って頂いた。

インタビューの内容は、承諾を得てテープレコーダーに

録音 した。

3.デ ータ分析方法

　テープレコーダーに収録 した内容を逐語録に起こ し、

出産時に経験 したことやその時の思い等 に関す る文脈か

ら、意味の了解可能 な最小単位の文節 を取 り出 し、これ

を基本データとした。これらの基本データを類似性 と差

異性 を明らかにしなが ら意味単位ごとの小 カテゴリーに

分類 し、さらにそれ を関連するもの毎にまとめてラベル

をつけ、分娩期 のケアニーズ として表現 した。

　分析 については、複数の研究者で分類結果を検討 し、

データ解釈の妥当性 を確認 し、分析の信頼性を高めるよ

う務めた。

4.デ ータ収集期間 ：2006年2月20・24日 。

5,倫 理的配慮

　大学の倫理委員会 の承認 を受けた後 に研 究を実施 し

た。研究への参加 は、インタビューを始める前 に研究 目

的 と方法及び得 られたデータの管理 ・発表方法、また研

究途中での参加辞退 も可能であること等について口頭 と

文書で十分説明 し、同意 を得た。

Ⅳ.結 果

1.対 象の背景

　対象者の平均年齢は45.8歳(38～51歳)で 、対象者の

夫の平均年齢は48,8歳(41～57歳)で あった。 また子供

の数は平均2人(1～3人)で 、子供の平均年齢は17.4

歳(9～24歳)で あった。

　対象者の うち、これまでに 「妊婦の相談相手 になった

ことがある」のは6名 で、内訳 は友人や対象者の姉の子、

仕事上で等であった。これまでに 「出産に立ち会 ったこ

とがある」のは1名 で、学生時代に実習で立ち会 ったこ

とがあるということであった。またこれ までに 「育児中

の母親 を手伝ったことがある」のは4名 で、内訳 は姉妹

や友人、子育てメイ ト等であった。

2． 分娩期の女性のケアニーズ

　分娩期 の女性のケアニーズは、1)適 切な時期に安心

して分娩入院できる、2)分 娩の進行状況が理解で きる、

3)分 娩進行中誰かに付 き添って もらえる、4)分 娩進

行に合わせて主体的行動が取れる、5)医 療者 との信頼

関係 を形成する、6)辛 さや不安を共有 して もらえる、

7)家 族から心理的な支援が得 られる、8)必 要な医療

処置 を納得 して受けられる、9)分 娩体験 を肯定的に受

け とめられる、の9つ に分類 された。(表1)

以下、基本データを 「」、小 カテゴリーを 【】で示 し、大

カテゴリーをケアニーズ として示 した。

1)適 切 な時期 に安心 して分娩入院できる

　 このカテゴリーは 【適切 な時期に入院する】、【分娩第

1期 を安心 して自宅で過 ごす】の2つ の小 カテゴリーか

ら構成 されている。

　 【適切な時期に入院する】では、「陣痛が10分 お きになっ

て電話 したら5分 お きで もいいです よと言われた」「5分

お きになってから病院に行 った」「一人で荷物を持ってタ

クシーで行ったら、もう子宮 口が6cm開 いていた」「ど

うしてこういう状態 で来 たんだみたいなことを言われ

た」「病院に電話 したがまだ と言われて母に一晩中腰 をさ

すってもらっていた」等 と語 られた。

　 【分娩第1期 を安心 して自宅で過 ごす】では、「破水が

先だったので、大騒 ぎして朝病院に行った」「2回 目の電

話で病院に来るように言われて行 ったが、なかなか生 ま

れず、その間一人で泣いていた」等の言葉が語 られた。

2)分 娩の進行状況が理解で きる

　 このカテゴリーは 【分娩の進行状況がわかる】【先の見

通 しを立てる】の2つ の小 カテゴリーか ら構成されてい

る。

　 【分娩の進行状況がわかる】では、「一人やったら全然

もう経過が分からなかったか ら、ずっとそのこと(痛 み)

ばっか り考えて」「昼過 ぎって看護婦 さんが言われたか

ら、昼までは我慢せなあかんって思って」「最初ってこの

後 どうなるんだろうってそういうの もまだわか らない」

等 と語 られた。

　 【先の見通 しを立てる】では、「最初 っていつ生まれる

んだろうってわからない」「私 はもういつになったら解放

され るんかなって」「もうずっ とず一っとずっとやか ら

ね」「(陣痛が)い つまで続 くのかなって」「なんか初めて

で も分からないし、身体が どうなってい くんだうなと」

等の言葉が語 られた。

3)分 娩進行中に誰かに付 き添って もらえる

　 このカテゴリーは 【心細 さを感 じないで分娩中を過ご

す】、【分娩中に付 き添い者がいる】の2つ の小カテゴリー

から構成 されている。

　 【心細 さを感 じないで分娩 中を過 ごす】では、「看護婦

さん少な くって、とにか くほった らか しにされた」「分娩
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台 に乗せられて、親か ら離 され、看護婦 さんはたまに来

てっていうのではち ょっと心細かった」「分娩室の脇に陣

痛室があって、そこに一人で入れ られた」「一人で じたば

た して、壁を手で叩いていた」等 と語 られた。

　 【分娩中に付 き添い者がいる】では、「誰で もいいから

ず っと側にいて欲 しいと思った」「で きれば母がいてくれ

れば良かったかなと思 う」「周 りの人が、みんなお母さん

が一生懸命腰 をこす ってい るの見 て、何 で私一人 なん

や って」等の言葉が語 られた。

4)分 娩進行に合わせて主体的行動が取れる

　 このカテゴリーは【分娩進行 に合わせて行動する】、【痛

みに耐える】【痛みを乗 り越 える】【自由な体位で過 ごす】

の4つ の小カテゴリーか ら構成 されている。

　 【分娩進行 に合わせて行動する】では、「どこでい きめ

ばいいのか分からなかった」「陣痛が来たらい きんで くだ

さいと言われたが、(陣痛が弱 くて)ど れが陣痛なのか分

か らなかった」「ヒッヒッフー呼吸 をやればいい と看護婦

さんに言われた」等 と語 られた。

　 【痛みに耐 える】では、「私は一人で痛みを耐えてて、

どこまで痛みを耐えていいかわか らない」「何 もわか らな

い ままで、私このままどうして耐えた らいいんやろうっ

て」等の言葉が語 られた。

　 【痛みを乗 り越える】では、「初めてのお産だから痛み

とかそうい うのってどれ くらいって分か らな くって」「力

入れたらあかんって、力入れた らってこの痛み どうした

らいいのって」等 と語 られた。

　 【自由な体位で過 ごす】では、「もう気分が悪い し、ほ

ん と座 りたかった」「ほんとこううんこちゃん座 りのまま

で赤ちゃん産みたいなって思った」「上げて座 りたいって

頼んだのに看護婦さんは違う方にとったみたい」等 と語

られた。

5)医 療者 との信頼関係 を形成する

　このカテゴリーは 【医療者を信頼す る】【スタッフの配

慮ある言動を期待す る】の2つ の小 カテゴリーから構成

されている。

　【医療者を信頼す る】では、「お腹大事に大事にして き

たのに」「看護婦 さんが上か らどんって乗ったか ら、思わ

ず きゃあ一って」「病院がバ タバ タしていてすごい不安に

なった」「自分は初めての経験でベ ッ ドにいるのに、連絡

つかないという周 りの声が聞こえていた」等 と語 られた。

　【スタッフの配慮ある言動 を期待する】では、「縫 う時、

実験台のような感 じで周 りに人がいっぱいいた」「研修だ

からといって、とても恥ずか しかった」等の言葉が語 ら

れた。

6)辛 さや不安 を共有 してもらえる

　このカテゴリーは【辛 さや不安 を誰かに聞いて もらう】

【心理的な支援 を得 る】の2つ の小 カテゴリーか ら構成 さ

れている。

　 【辛 さや不安 を誰かに聞いてもらう】では、「話を聞い

てくれる先があるっていうのは、す ごい支えになる」「看

護婦 さんがめったに来て くれなかったんです」「どうとか

ね、痛いとか、気分悪い とかね、全然な く」等 と語 られ

た。

　 【心理的な支援を得 る】では、「病院に着いた時、看護

婦 さんだった と思 うけど、○○さん しんどかったね、っ

て言ってもらったらす ごい気が楽になって」「私はそんな

知識がなかったから、看護婦 さんの言 う通 りに したと思

う」「今毎回い きん じゃだめよ、とかね、今赤ちゃん出て

るよとか、そ うそうその調子 とか、 して くれたか ら」な

どの言葉か語 られた。

7)家 族から心理的な支援が得 られる

　 このカテゴリーは 【夫が出産の大変さを理解する】【実

母が出産の大変 さを共感する】の2つ の小 カテゴリーか

ら構成されている。　　　　　　　　　　　 ・

　 【夫が出産の大変 さを理解する】では、「ご主入 さんに

もやっぱ りみて もらいたいかなって、 こんだけ苦 しい場

面 をね」「もう、あんた産んでみいって」等の言葉が語 ら

れた。

　 【実母が出産の大変さを共感す る】では、「母親にお産

後に会った時、縫われてる時の方が痛かったと言 うと、

え、そうなの、縫われたの と言われた」等と語 られた。

8)必 要な医療処置を納得 して受け られる

　 このカテゴリーは 【会陰切開を納得 して受ける】の1

つの小 カテゴリーか ら構成 されてお り、「産む前 はこうほ

ん とにその産んでる時の状況 とかをいろいろこう自分で

想像 して しまって」「出なかった ら切 るんやとかって」「あ

んなん麻酔 をしないで どんなんそんなこととんで もな

いって」等 と語 られた。

9)分 娩体験 を肯定的に受けとめられる

　 このカテゴリーは 【出産が恐ろ しい体験 とならない】

【女 としての幸福感が得 られる出産 とする】の2つ の小 カ

テゴリーか ら構成 されている。

　 【出産が恐ろしい体験 とならない】では、「私 この まま

死ぬん じゃないかって」「結局いきめな くて、先生に怒 ら

れて」「もう2度 と産みた くないってい うのがあって」「こ

んな恐 ろしい ものやったんやって」等 と語 られた。

　 【女 としての幸福感が得 られる出産とする】では、「自

分ってほんとに偉い、偉い人なんやなって」「なんかすご

く優越感持ってて」「苦 しかったけどこんな幸せな思いで

きるのは、男には感 じられない もんなんやって」「ほん と

に貴重 な体験です よね」「女に生まれてよかったなって思

います」等の言葉が語 られた。
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Ⅴ.考 察

　女性が分娩 というプロセスを上手 く乗 り越 え、分娩体

験 を満足や達成感のあるもの として受け止められるため

には、分娩時の女性のケアニーズ を満たす ことのできる

ような支援が必要である。 これ らのケアニーズには、女

性 自身のセルフケアや夫や実母 など身近な人々のサポー

トによって満 たされるもの、 また助産師などの専門家の

サポー トによって満た されるものがあるが、ここでは、

家族で もな く、また専門家で もない ドゥーラが満たすこ

とので きるケアニーズに対する役割を考察する。

1)分 娩中の女性が独 りにならない よう側 にいて支持す

　 る

　 この役割は、表1の 大 カテゴリーに示 した1)適 切な

時期 に安心 して分娩入院で きる、3)分 娩進行中誰かに

付 き添って もらえる、6)辛 さや不安を共有 してもらえ

る、というケアニーズを満たす ものであると考えられる。

分娩中の女性は分娩の進行に伴 い、次第に強 くなってい

く陣痛に圧倒 されそ うな気持ちや、先が見 えない心細い

気持 ちをもつようになる。産婦 の陣痛 に対処で きたとい

う自己 コン トロール感は、分娩の満足感や達成感に大き

く影響 し、自己価値観 を高めるといわれている4)。そ し

て、産婦の自己コン トロール能力 には、支持的な態度や

声かけが影響するといわれている5)。 ドゥーラは、一度

に複数の人にケアを提供 しなければな らない医師や助産

師等の専 門家 とは異な り、1人 の女性に専属的に関わる

ことができる。そ して、その女性 のためだけに時間を使

うことがで きる。また家族は陣痛 の痛みに耐 えている分

娩中の女性の様子をみて不安 を抱 いていることが多 く、

女性への心理的支援 を行うことは難 しいが、 ドゥーラは

一定の研修を受けてお り、分娩中の女性への支持的な態

度や声かけを意識的に行 うことができる。 ドゥーラが、

分娩中の女性の必要な時に、必要 なだけ常 に側にいて、

不安や心細さに負けまいとしている女性を支持すること

は、非常 に重要な役割であると考 える。

2)分 娩 中の女性 と信頼関係 を形成 し、代弁者 となる

　 この役割は、表1の 大カテゴリーに示 した5)医 療者

との信頼関係を形成す る、7)家 族か ら心理的な支援が

得 られ る、 というケアニーズを満 たす ものであると考え

られる。

　 Gilliland　6)は、「ドゥーラが出産前や出産の早い段階で

信頼のおける関係を築けば、その後 も母親たちは ドゥー

ラの導 きを、自信を持 って受け入れる。」 と述べている。

ドゥーラが分娩期の女性の代弁者 となって行動するため

には、その女性 との間に信頼関係 を築 くことが最優先事

項である。 ドゥーラは、女性 と妊娠中か ら1対1で 関わ

ることで、その女性がどのような思いをもち、またどの

ような援助を望んでいるかを気兼ねな く話 し合える関係

を築 くことに専心で きる。信頼関係があ ることによって、

分娩中の女性 は安心 して ドゥーラにケアを委ねることが

でき、自らの出産に集中することができる。

　本研究の結果に もあるように、分娩期の女性 は医療者

を信頼 し、安心 して分娩 したいとい う思いがある。 しか

し、女性 自身が陣痛の痛みに耐えなが ら医療者 に自分の

意思を伝 えることは難 しい場合が多い。 ドゥーラは分娩

体験者であることか ら、同 じケアの受 け手と しての視点

で女性の思い を受 けとめて医療者 に伝 えることがで き

る。また、家族は分娩時の女性が痛みに耐えている姿を

みて戸惑いや不安 を抱いていることも少 な くはな く、

ドゥーラのように客観性 を維持 しなが ら女性の支援 をす

ることは難 しい。さらに分娩期の女性 の力になるために

家 族 自身 も心 理 的支 援 を望 んで い る こ とが 多 い。

Pascali　7)が 、「ドゥーラは、出産を行 う母親への擁護者

の役割 を担 う。そのために医療関係者 と患者の間に肯定

的なコミュニケーションを築 き、女性 のパー トナーと医

療 関係者の双方に女性の恐れについて認識させる。女性

との肯定的なコミュニケーシ ョンを持つ ことで、女性へ

の尊敬 と敬意を示す。」と述べているように、ドゥーラが

分娩期の女性 の擁護者 としての役割か ら時には代弁者と

なることで、その女性が医療者や家族 との良い関係 を築

くことができると考える。

3)状 況や今後の見通 しを理解で きるよう支援する

　 この役割 は、表1の 大 カテゴリーに示 した2)分 娩の

進行状況が理解で きる、4)分 娩進行 に合わせて主体的

行動が取れる、5)医 療者 との信頼関係 を形成する、8)

必要な医療処置を納得 して受けられる、 というケアニー

ズを満たす ものであると考えられる。

　分娩期の女性はこれから自分がどうなるのかわか らな

い不安 と、陣痛のために自由に動けない状態で一人で置

かれる心細 さを訴えている。

　 中野ら8)に よると、分娩進行について必要な情報 をす

べ て得 ることがで きたと思っている人 は出産体験の満足

度が高 く、満足感のある出産経験 を促すためには、産婦

の持てる力 を引き出し、産婦が望む出産体験 となるよう

に援助す ることが必要である と述べてい る。また村上

ら9)は 、分娩期のケアの1つ として、産婦の権利を尊重

するケアが重要であるとし、出産環境 やケアの内容 を産

婦が 自己選択 できるようにすること、バースプランの重

視 などが重要であると述べている。 もし、女性が妊娠中

に分娩経過やその経過に応 じた過ごし方 などの情報 を得

てお り、分娩が始まる前 に自分が希望す ることを具体的

にイメージで きているならば、実際に分娩が始まってか

らも自分の望むように行動することが できる。専門家で

ある医療者か らも情報 を得ることはで きるが、 ドゥーラ

はそれを補完 して、分娩期の女性が これか ら自分に起 こ
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ることを十分に理解 し、真の意味で自分の意思 を表現で

きるように支援す る役割が行 える。そ して、 ドゥーラが

研修によって得た知識 に加え、自分の体験 も活用 しなが

ら分娩期の女性への支援をす ることで、その女性の主体

的行動 を促進することができると考える。

4)苦 痛 を共感 し緩和を援助する

　 この役割は、表1の 大カテゴリーに示 した6)辛 さや

不安を共有 して もらえる、7)家 族か ら心理的な支援が

表1　 分娩期の女性のケアニーズと基本データ

分娩期の女性のケアニーズ
大カテゴリー

1)適切な時期に安心
して分娩入院できる

2)分 娩の進行状況が
理解できる

3)分 娩進行中に誰か
に付き添ってもらえる

4)分 娩進行に合わせ
て主体的行動が取れ
る

5)医 療者との信頼関
係を形成する

6)辛 さや不安を共有し
てもらえる

7)家 族から心理的な
支援が得られる

8)必 要な医療処置を
納得して受けられる

9)分 娩体験を肯定的
に受けとめられる

小カテゴリー
①適切な時期に入院する

②分娩第1期を安心して自宅で過ご
す

①分娩の進行状況がわかる

②先の見通しを立てる

①心細さを感じないで分娩中を過ご
す

②分娩中に付き添い者がいる

①分娩進行に合わせて行動する

②痛みに耐える

③痛みを乗り越える

④自由な体位で過ごす

①医療者を信頼する

②スタッフの配慮ある言動を期待す
る
①辛さや不安を誰かに聞いてもらう

②心理的な支援を得る

①夫が出産の大変さを理解する

②実母が出産の大変さを共感する

①会陰切開を納得して受ける

①出産が恐ろしい体験とならない

②女としての幸福感が得られる出
産とする

基本データ

「陣痛が10分 おきになって電話したら5分おきでもいいですよと言

われた」「5分おきになってから病院に行った」「一人で荷物を
持ってタクシーで行ったら、もう子宮 口が6cm開 いていた」「どうし
てこういう状態で来たんだみたいな事を言われた」「病院に電話

したがまだと言われて母に一晩中腰をさすってもらっていた」

「破水が先だったので、大騒ぎして朝病院に行った」「2回目の電

話で病院 に来るように言われて行ったが、なかなか生まれず、そ
の間一人で泣いていた」

「一人やったら全然もう経過が分からなかったから、ずっとそのこ

と(痛み)ばっかり考えて」「昼過ぎって看護婦さんが言われたか

ら、昼までは我慢せなあかんって思って」「最初ってこの後どうな
るんだろうってそういうのもまだわからない」
「最初っていつ生まれるんだろうって分からない」「私はもういつ

になったら解放されるんかなって」「もうずっとず一っとずっとやか

らね」「(陣痛が)いっまで続くのかなって」「何か初めてでも分か
らないし、身体がどうなっていくんだろうなと」

「看護婦さん少なくって、とにかくほったらかしにされた」「分娩台

に乗せ られて、親から離され、看護婦さんはたまに来てっていう
のではちょっと心細かった」「分娩室の脇に陣痛室があって、そこ

に一人で入れられた」「一人でじたばたして、壁を手で叩いてい
た」

「誰でもいいからずっと側 にいて欲しいと思った」「できれば母が

いてくれれ ば良かったかなと思う」「周りの人が、みんなお母さん

が一生懸命腰をさすってるのを見て、何で私一人なんやって」

「どこでいきめばいいのか分からなかった」「陣痛が来たらいきん

でくださいと言われたが、(陣痛が弱くて)どれが陣痛なのか分か

らなかった」「ヒッヒッフー呼吸をやればいいと看護婦さんに言わ

れた」
「私 は一人で痛みを耐えてて、どこまで痛みを耐えていいか分か

らなかった」「何も分からないままで、私このままどうして耐えたら
いいんやろうって」

「初 めてのお産だから痛みとかそういうのってどれくらいって分か

らなくて」「力入れたらあかんって、力入れたらってこの痛みどうし
たらいいのって」

「もう気分が悪いし、ほんと座 りたかった」「ほんとこううんこちゃん

座 りのままで赤ちゃん産みたいなって思った」「上げて座りたいっ
て頼んだのに看護婦さんは違う方にとったみたい」

「お腹大事にしてきたのに」「看護婦さんが上からどんって乗った

から、思わずきゃあ一って」「病院がバタバタしていてすごい不安
になった」「自分は初めての経験でベッドにいるのに、連絡つか

ないという周 りの声が聞こえていた」

「縫 う時 、実 験台 のような感 じで周 りに人 が一杯 い た」「研 修 だか

らといって、とても恥 ず か しか った」

「話を聞いてくれる先 があるっていうのは、すごい支えになる」「看

護婦さんがめったに来てくれなかったんです」「どうとかね、気分
悪いとかね、全然なく」

「病院に着いた時、看護婦さんだったと思うけど、○○さんしんど

かったね、って言ってもらったらすごい気が楽になって」「私はそ

んな知識がなかったから、看護婦さんの言う通りにしたと思う」「今

毎回いきんじゃだめよ、とかね、今赤ちゃん出てるよとか、そうそう
その調子とか、してくれたから」
「ご 主人 さんにもや っぱ りみてもらいたいかなって、こんだ け苦 し

い場 面 をね 」「もう、あん た産ん でみ いって」
「母親にお産後に会った時、縫われてる時の方が痛かったと言う

と、え、そうなの、縫われたのと言われた」
「産む前はこうほんとにその産んでる時の状況とかをいろいろこう

自分で想像してしまって」「出なかったら切るんやとかって」「あん

なん麻酔をしないでどんなんそんなこととんでもないって」
「私 この まま死 ぬ んじゃないか って」「結 局いきめなくて、先 生 に

怒 られ て」「もう2度と産 みたくないっていうのがあって」「こんな恐

ろしいものや った んや って 」

「自分ってほんとに偉い、偉い人なんやなって」「なんかすごく優

越感持ってて」「苦しかったけどこんな幸せな思いできるのは、男
には感 じられないもんなんやって」「ほんとに貴重な体験ですよ

ね」「女 に生まれて良かったなって思います」
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得 られる、9)分 娩体験 を肯定的に受け止められる、 と

いうケアニーズを満たす ものであると考 えられる。

　 White　10)は、出産をサポー トする人にとって重要なこ

とは、痛みがある時にそれを承認することである、と述

べている。新道ら11)も、危機状況 にある妊産褥婦 との関

わ りには、共感的態度が重要であると述べている。分娩

期の女性は分娩が終了するまで、長期にわた り陣痛とい

う苦痛 と向き合わなければならない。病院で出産する場

合、助産師は交代勤務であ り、分娩の最初の頃に担当 し

ているス タッフと実際に介助をす るス タッフが替わるこ

とも少 なくない。それに対 して ドゥーラは陣痛 の間常に

側にいることがで きる。 さらに ドゥーラが妊娠 中から女

性 と一緒に産痛緩和法を練習 し、その女性の好みの姿勢

やマ ッサージ法 を知 っていて実践で きたならば、分娩期

の女性への大 きな助 けとなると考 える。

5)分 娩中の女性 と専門家との関係 を支援す る

　 この役割 は、表1の 大カテゴリーに示 した3)分 娩進

行中誰かに付 き添って もらえる、5)医 療者 との信頼関

係を形成する、8)必 要な医療処置を納得 して受けられ

る、というケアニーズ を満たす ものであると考えられる。

　 ドゥーラ と専門家の違いは、 ドゥー ラは医療 資格 を

持っている人ではな く、その仕事で焦点を当てるのは、

母親の出産 をよ り楽 にす ることにある12)。分娩時におけ

る助産師や看護獅 などの専門家の役割は、分娩が安全に

進行するよう、女性の心身への援助を行 うことである。

しか し、病院施設での分娩が9割 を超える現代 において、

そこで勤務する助産師や看護師が、1人 の女性 に始終付

き添 うことは不可能である。そのような状況 において

ドゥーラが専門家 と女性 との仲介役 になることができる

ならば、双方の希望や意思を互いに理解 し合 うの を助け、

より安全 ・安楽な分娩 という最終 目標への到達 を支援す

ることができると考 える。

6)分 娩中の女性 と夫(家 族)と の関係 を支援する

　 この役割 は、表1の 大カテゴリーに示 した3)分 娩進

行中誰かに付 き添って もらえる、7)家 族か ら心理的な

支援が受けられる、9)分 娩体験 を肯定的に受け止めら

れる、というケアニーズを満たす ものであると考えられ

るQ

　 M.H.ク ラウス ら13)は、「父親(夫)が 産婦 と一緒にい

ることは、夫婦の情緒的な結びつ き、赤ちゃんとの関係

を形成する上で重要である。 しか し、分娩 に立ち会 う父

親は(母 親 と同様に)大 変な危機に直面 してお り、到底

客観的にな り得 ない。」と述べている。最近 は夫や家族が

分娩時に立 ち会 う機会が増えている。 しか し、 これ らの

立会い者は分娩中の女性を支援するというよりも、新 し

い家族の誕生の喜びを女性 と共に分かち合 うことが最 も

重要な役割である。 しか し、夫や家族 も分娩 という状況

に慣れているわけではな く、 自分 自身が どの ように振舞

うべ きか戸惑 っていることが多い。一方で、女性 は夫や

家族が共に苦痛や喜 びを分かち合い、 自分の力 となって

くれることを期待 している。

　専門家は妊婦健診などの機会を通 して女性 と関わるこ

とは容易だが、家族 と関わる機会は少ない。 ドゥーラは

妊娠中か ら女性 と関わるが、 自宅訪問などの機会 を通 し

て家族 とも関わることでその女性 と同様に家族への支援

も行 うことがで き、分娩時の夫や家族の不安や緊張を和

らげ、家族が分娩中の女性 の期待にこたえられるよう支

援することが可能であると考える。

7)女 性の分娩体験 を支持する

　 この役割は、表1の 大 カテゴリーに示 した6)辛 さや

不安を共有 して もらえる、9)分 娩体験 を肯定的に受け

止められる、とい うケアニーズを満たす ものであると考

えられる。

　 出産体験は、母親役割の重要 な課題の一つで、その課

題遂行のプロセスは、母親の 自己概念 に評価 的意義をも

っ といわれる14)。女性に とって分娩は非 日常的体験であ

り、苦痛を伴 うものである。分娩後、女性は自分のとっ

た行動 を振 り返 り、思 うように行動で きなかった自分 自

身に対 して否定的感情を持 ち、自尊感情を低下させて し

まう可能性がある。大久保 ら15)は、出産経験 を肯定的に

認知 している方が、出産後の女性の心 の健康 は向上する

可能性があると述べている。 ドゥーラは分娩中ずっと側

にお り、女性がどのように頑張 っていたかを知 っている。

もしドゥーラが このような感情 を持つ分娩期の女性に対

して肯定的態度 を示 し、その女性の取 った行動を支持で

きるならば、女性 のその後の母親役割 を受け入れてい く

上での強力な助け となると考える。

　本研究では出産経験のある女性 を対象に調査を行い、

分娩期の女性のケアニーズ を明らかに し、 ドゥーラの役

割 について検討 した。今後は妊娠 ・出産を経験中の女性

への調査 を行い、本研究結果 との比較 を通 して現代の女

性 に特徴的な分娩期のケアニーズについてさらに明らか

にしていきたい。そして ドゥーラの役割についてさらな

る検討を深めてい きたい。

Ⅵ.結 論

　本研 究により、以下の ことが明らかとなった。

1.分 娩期の女性のケアニーズには、1)適 切な時期 に

　安心 して分娩入院できる、2)分 娩の進行状況が理解

　できる、3)分 娩進行中誰かに付 き添ってもらえる、

　 4)分 娩進行に合わせて主体的行動が取れる、5)医

　療者 との信頼関係を形成す る、6)辛 さや不安を共有

　 して もらえる、7)家 族か ら心理的な支援が得 られる、

　 8)必 要な医療処置を納得 して受けられる、9)分 娩
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体験 を肯定的に受 けとめ られる、があった。

2。 分娩期 の女性のケアニrズ に対する ドゥーラの役割

には、1)分 娩中の女性が独 りにな らないよう側 にい

て支持する、2)分 娩 中の女性 と信頼関係 を形成 し、

代弁者となる、3)状 況や今後の見通 しを理解で きる

　よう支援する、4)苦 痛を共感 し緩和 を援助す る、5)

分娩中の女性 と専門家 との関係を支援する、6)分 娩

　中の女性 と夫(家 族)と の関係を支援する、7)女 性

の分娩体験を支持する、があると考えられた。

　 160,　2006.

14)前 掲 書1),p60。

15)大 久 保 功 子 、新 道 幸 恵 、 高 田 昌 代:出 産 後 にお け る

　 女 性 の心 の 健 康 と そ の 関 連 要 因,日 本 看 護 科 学 会 誌

　 19(2),　 p42-50,　 1999.
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